
会議名称 　令和８年度　麻生総合高等学校　第１回　学校運営協議会

開催日時 令和８年６月４日（水）15時50分

開催場所 麻生総合高等学校　応接室

出席者 学校運営協議会委員7名（欠席１名）、学校職員６名

会議資料

学校運営協議会委員一覧、学校運営協議会の設置等に関する規則、学校運営協議会運営計画書、学校教育計画、グランドデ

ザイン、スクール・ポリシー、令和７年度学校評価報告書（実施結果）、令和８年度学校評価報告書（目標設定）、年間行事予

定、学校要覧、神奈川県立学校のコミュニティ・スクール（リーフレット）

１校長挨拶

２自己紹介

３会の確認

４会長、副会長選出・あいさつ

５部会の設置確認

６学校概要・計画説明

・令和７年度末にまとめた評価報告を振り返りながら令和８年度版目標設定を作成した。

・昨年度授業改善テーマを絞って「主体的に学習に取り組む態度の評価方法」とし、指導力を全体で向上させるため、今後も

中堅職員が中心となり、前半は研修、後半は研究授業で授業力の向上を図った。総合教育センターや学習評価に関する研究

開発校との連携を行ったが、今年度はここをさらに補強したい。

・22期生は昨年に引き続き、今年度も進路フェスタへ行った。自分の進路に対し、何をすればいいのか分からない、といった生

徒は少なかった。積極的に外部とつながり、学校だけにとどまらない指導をしていきたい。

・令和７年度に購入した簡易担架について。厚めのビニール素材でできた簡易担架を３つ購入し、２年と３年の各階廊下に設

置。車椅子利用の生徒のほか、けが人が出たときなどいつでも使って避難できるようにし、６月の防災訓練では使用を計画して

いる。また、年１回だった防災訓練を２回（６月と９月）に増やした。生徒の防災意識を高めたい。訓練時には安全を最優先する。

・昨年度、PTAと職員と生徒で、校内環境を整備する活動（花壇整備、通路整備）をした。それぞれが学校環境に対する意識を

持って楽しく取組めた。今年度もやっていきたい。ごみの分別については、生徒は現時点で既にできているが、例えばプラごみの

扱いについて、たべものカスがついたものは燃えるゴミに入れるべきなど、細かいところには至らない。ゴミは資源であり、だから

分別が必要なのだという意識を生徒に浸透させていきたい。

・校内の大量の備品消耗品をリストアップし、新校に移動させるか遊休物品として登録するか完校に向けての整備を進めてい

る。

・生活指導では問題行動を未然に防ぎ、SNSの利用モラルに加え闇バイトなどについてHR等通して生徒に注意喚起している。

・嵐舞祭体育の部のアンケートでは、「よかった」が８７．３％、９５％の生徒が主体的に関われたと答えている。生徒数が少なく

なったことが良い方向に働き、自分事となっているのかもしれない。引き続き主体性を持って活動できるようにしていきたい。

・３年次は進路が目の前になったこともあり、身だしなみ、言葉遣いに対して主体的に改善しようとしている。体育祭も盛り上げる

ため尽力していた。７月の課題研究発表会についても各々が努力している。

・２年次は麻生総合高校の最後の学年になると分かって入ってきている。年次の教員も、生徒が「ここにきてよかった、と思えるよ

うに」をスローガンに取組んでいる。１年次の頃からの取組みが芽になっている。その芽をより大きくできるように、修学旅行等を

通して、さらなる成長を促していきたい。

・不祥事防止と業務の効率化はつながっていると考える。ICT支援員も配置されたので協力を得ながら、更に業務効率を上げ

て、不祥事防止にも繋げていきたい。

８質疑応答・意見交換

学習進路支援グループへの質問。去年と今年で授業改善テーマが同じだが、どう進めていくのか。

→昨年度は中堅研修が中心だった。今年度はグループとして、継続してやっていく。去年度からのものを、具体的に、さらに３年

間の成長を見通したものとして外部とも連携してつなげていく予定。

→総合教育研修センターからの助言を麻生総合でどう生かすのか、お互いやりとりしながら進めていくとよい。

→総合教育研修センターからもピンポイントでだけでなく、長い目でやっていくことが必要といわれているので、そこも頑張ってい

く予定。

・授業を見学させてもらい、デジタル機器や生徒との関わり方なども勉強になった。

・専門学校でも、社会人経験のある先生等が多く、授業のスタイルが変わってきている。学生指導や授業の中でAIを活用してい

る。活用すると少しずつ働き方も改善できるのでは。

神奈川県立麻生総合高等学校　学校運営協議会　開催結果

本校の学校運営協議会を下記のとおり開催しました。

議事録



・生徒のSNS問題行動は、悪いという認識がなくやっているケースが多いように思うので、社会に出て困らない指導を引き続き

お願いしたい。

・どこの学校でも防災対策は重要であり、防災訓練と防災意識が大切。本校（中学校）ではPTA内に消防団の方がいて、声か

けしやすい状況。外部の方を呼んで、防災意識を高める動きをするとよい。

・指導と評価の一体化などは取り組むべき課題である。本校（小学校）では業務改善で余白の時間を作った。そこを授業改善

の時間として使う予定。麻生総合高校の皆で授業改善を進める、という努力は参考になった。

・せっかく同じ学区内にあるので、生徒同士の交流ができればと思っている。昨年できなかったが、運動会時に１年生のトイレ付

き添いなどは期待していたところ。本校生徒も高校生たちとの交流を楽しみにしている。

・地域の夏祭りを成功させたい。中学校や麻生総合高校にポスター制作を依頼したい。２枚でも３枚でも美術部に描いてもらえ

れば。

・２年次の母であるため、授業を興味深く見せてもらった。他の保護者も見たいのでは。先生の話を聞くだけの授業ではなく、生

徒同士のコミュニケーションを大切にしている印象。ICT化が進んでいる。ファッション造形基礎の授業等、専門学校でしか学べ

ないようなことが選択授業で学べるのはとてもよい。簡易担架も軽くてよさそう。どんな災害が起きるかわからない今、生徒が率

先して動けるような訓練をしてほしい。

・物品をどうやって新校に送るのか。来年人が減り、ますます大変になることが予想される。備品以外の小物も意外と大変。一斉

にチェックするタイミングを作ると、来年の負担が減らせて業務量削減に繋がるのでは。

→チームとして備品調査を昨年９月〜１０月ごろから始めており、これから３回目をやろうとしている。書類上だけでなく、具体的

なイメージを強くしていきたい。文書類は全て適切に処理する必要があるので、どうやっていくかも課題。協力しながら進めてい

きたい。

・白鳥中学校の体育祭を見せていただいた際、生徒が主体的に動けていたのが印象的だった。校種をまたいで見学等させてい

ただき、他校種の先生方の声かけや指導の仕方を学びたい。

・課題研究発表会を鶴川の和光大学鶴川ポプリホール7月14日火曜日（13：00～）で開催するので、ぜひ見に来ていただき

たい。

９その他

とくになし

以上


